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協創推進の取組み状況
（令和7年7月時点）

資料１5



次第

取組み状況の共有

地域で「協創」を実現するためのしくみ・しかけづくりについて

① 協創職員制度

② 地域協創市民活動事業補助金（ツナたま補助金）

③ 中間支援機能を担う団体による伴走支援

④ 多活動マッチング型の地域プラットフォーム（次第２で議論）

⑤ 多世代共生型コミュニティ施設の整備

⑥ 地域共助が可視化できるツール（②と関連）
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協創 とは

● 子どもたち （小中学生）
● 若者 （高校生、大学生、社会人）
● 現役世代・子育て世代 （３０代～５０代）
● シニア世代 （６０代～）

多世代
の
参画

● コミュニティの醸成、地域の活性化
● 子育て、高齢、障がい、生活困窮者対策
● 教育、青少年の健全育成
● まちづくり、環境との共生

多分野
の
協働

誰もがつながり合える（多世代共生型）コミュニティ

様々な地域課題の解決 ＋
新たなまちの魅力や地域の価値が創造

多世代にわたる参画

多分野における協働

が生まれ、これが広がりをもつことによって、

が創出されることで、

されること

自治基本条例に
盛り込みました

市の執行機関による必要な環境整備 （地域で協創を実現するためのしくみ・しかけづくり）

地域を 「支える」 地域を 「つなぐ」 地域の中で 「掘り起こす」

多摩市の「協創」の取組について

３つの視点
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令和6年3月
自治基本条例改正



「協創」の取組 ‐ 市の進める環境整備（しくみ・しかけづくり）

協創職員制度
（協創スタッフ・協創サポーター）

中間支援機能を担う団体
による伴走支援

多活動マッチング型の
地域プラットフォーム

地域共助が可視化できる
ツール

地域を 「支える」
地域で活動する人・団体を応援する

地域を 「つなぐ」
地域で活動する人・団体が縦横に

つながる場・機会をつくる

地域の中で 「掘り起こす」
新たな地域人材を発掘・育成する

６つのしくみ・しかけ
３つの視点

地域で「協創」を実現するためのしくみ・しかけづくり （R７～）

地域協創
市民活動事業補助金

多世代共生型
コミュニティ施設の整備

人的支援

第三者
による支援

若い世代の
参加促進

経済的支援

場づくり（ソフト）・
関係性の構築

場づくり
（ハード）
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■協創職員制度

●協創スタッフ （専任職員）

●協創サポーター （若手職員の研修）

●協創シニアサポーター （ベテラン職員の活用）

■協創サポーター研修制度（若手職員）

●若手職員の研修として、地域のイベントや事業への
参加、支援を通じて、市の職員としてのスキルアップ、
能力育成を図る
（コミュニケーション能力、ファシリテーション能力）
⇒令和６年度は公募職員による試行 （１１課１７名）
⇒令和７年度は継続10名と２年目全職員 （本年度２年目３５名）

●役職定年を迎えた管理職
経験職員のキャリアを地域
で活用検討

地域のみなさんと一緒に
活動して、今後活かせるス
キルやネットワークを得る

■協創スタッフとしての職務内容

●地域を支える （≒アドバイス）
○分野横断的な行政側の窓口、情報の収集・提供
○関係課と地域との橋渡し、庁内調整

●地域をつなぐ （≒コーディネート）
○地域の会議に参加し、関係づくり
○団体間、人同士をつなぎ、ネットワーク形成

●地域の中で掘り起こす （≒プロデュース）
○エリアミーティングの開催等で新たな人材発掘
○地域カルテ、地域ビジョンの策定を通じた人づくり 組織で得たスキルやネッ

トワークを地域に活用し
て協創の実現に貢献

●協創サポーター （R6.10～試行）

●協創シニアサポーター （構想中）

●協創スタッフ （R６.4協創推進室設置）

① 協創職員制度
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① 協創職員制度
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① 継続希望職員 （令和６年度に協創サポーターとして活動し、令和７年度も活動を希望する職員）
② 入庁２年目職員 （令和5年10月、令和6年1月、4月入庁職員）
③ 入庁１年目職員 （令和6年7月、１０月、令和7年1月、4月入庁職員）

※いずれも、本来業務に影響のない範囲とし、勤務時間内での従事とする。
（平日夜間の活動については、特例勤務などで通常の勤務時間をずらすことで対応する。週休日の活動となる場合は、振替休日を指定。
振替は半日か一日単位でしか指定できないため、活動時間によってやむを得ず半端になった時間については、時間休を充てるか、
受講報告書の作成や振り返り等、協創推進室が指定する活動や作業に充てることとする。）

17人中 継続10人

① 継続希望職員 (事務従事)
事前レクチャー+単発の活動または企画や
準備段階からの活動〔４回程度〕
＋協創推進室との調整・制度に関連する事務
+振り返り会

② 入庁２年目職員 (研修)
事前レクチャー+単発の活動または企画や
準備段階からの活動〔４回程度〕+振り返り会

③ 入庁１年目職員 (研修)
※実習は市が主催する事業を中心に行う
講義+単発の※実習〔1回〕+振り返り会

活動先選定
7/26,27（夏祭り
等）から本格スタート

6/24
ファシリテー
ション研修
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□6月24日 2年目職員向けファシリテーション研修

33名参加（2年目31名＋希望2名）
講師：早大デモ研 青木佑一氏

貿易ゲーム

振返り

多摩市の協創と対話
の必要性について

□７月２６日-27日～ 協創サポーター活動開始

■落合ふるさと夏祭り ■児童館
■つむぎ館こどもまつり
■かえで館サマージョイントコンサート
■ふれあいDayキャンプ

昨年度の様子

① 協創職員制度

活動先一覧は
次ページ



① 協創職員制度

8

所属コー
ド

所属 １回目 ２回目 ３回目 ４回目

1 101200 企画課
8/7
（仮称）桜ヶ丘の灯り（イベント当日）

10/4
かるがも館まつり①

10/5
かるがも館まつり②

10/25
（仮称）かんたんお料理教室

2 101700 施設保全課
9/6
豊ヶ丘複合施設ワークショップ①

2/7
豊ヶ丘複合施設ワークショップ②

3 201200 総務部人事課
7/26
落合ふるさと夏祭り①

7/27
落合ふるさと夏祭り②

9/20
ＴＡＭＡフレイル予防プロジェクト

11/15
のびのび子どもフェスタ

4 301000 課税課
7/26
ふれあいDayキャンプ（ふれあい物づくり教室）

7/27
ふれあいDayキャンプ（ふれあい物づくり教室）

10/26
秋そばまつり

11/9
キタカイさんぽ館フェスタ

5 301000 課税課
10/24
つむぎ館まつり事前準備

10/25
つむぎ館まつり①

10/26
つむぎ館まつり②＋後片付け

11/15
のびのび子どもフェスタ

6 301000 課税課
8/24
こぶし館納涼の日

9/6
（仮称）かんたんお料理教室

11/1
あきまつり

12月
夜の児童館

7 301000 課税課
8/2
若者会議フィールドワーク

8/23
西落合こども夏祭り

11/14
わいわいマーケット前日準備

11/15
わいわいマーケット

8 301000 課税課
8/23
こども夏まつり①

8/24
こども夏まつり②

11/7
東寺方秋まつり前日準備

11/8
東寺方秋まつり

9 302000 納税課
7/26
落合ふるさと夏祭り（児童館）

9/17
ＴＡＭＡフレイル予防プロジェクト

11/14
トムハウスまつり前日準備

11/15
トムハウスまつり

10 302000 納税課
8/23
西落合こども夏祭り

9/19
若者会議

11/9
キタカイさんぽ館フェスタ

3月休日のいずれか1日
KITAKAIさんぽ館　防災フェスタ

11 304000 経済観光課
8/16
（仮称）かんたんお料理教室

１月下旬～３月上旬に3回程度
わがまち学習講座①

１月下旬～３月上旬に3回程度
わがまち学習講座②

１月下旬～３月上旬に3回程度
わがまち学習講座③

12 401800 文化・生涯学習推進課
8/23
こども夏まつり①

8/24
こども夏まつり②

11/7
東寺方秋まつり前日準備

11/8
東寺方秋まつり

13 471200 こども家庭センター
8/16
あたごカフェ

11/7
若者会議

11/26
ＴＡＭＡフレイル予防プロジェクト

３月
夜の児童館

14 471200 こども家庭センター
7/26
つむぎ館こどもまつり

10/24
つむぎ館まつり事前準備

10/25
つむぎ館まつり①

10/26
つむぎ館まつり②＋後片付け

15 472000 児童青少年課
7/26
サマージョイントコンサート

9/16
ＴＡＭＡフレイル予防プロジェクト

12/10
ＴＡＭＡフレイル予防プロジェクト

2/28
ふれあい動物ランド

16 472000 児童青少年課諏訪児童館
10/26
秋そばまつり

1/25
諏訪エリアミーティング

2/21
諏訪エリアミーティング

3/28
諏訪エリアミーティング

17 472000 児童青少年課　永山児童館
10/11
かえで館まつり　前日準備

10/12
かえで館まつり①

10/13
かえで館まつり②＋後片付け

２月上旬
自然観察会（野鳥観察）当日

18 472000 児童青少年課
12/20
（仮称）かんたんお料理教室

１月下旬～３月上旬に3回程度
わがまち学習講座①

１月下旬～３月上旬に3回程度
わがまち学習講座②

１月下旬～３月上旬に3回程度
わがまち学習講座③

19 501000 福祉総務課
10/3
連光寺秋まつり

10/4
連光寺秋まつり

2/14
（仮称）かんたんお料理教室

3/14
（仮称）かんたんお料理教室

20502000 生活福祉課
9/19
若者会議

10/22
ＴＡＭＡフレイル予防プロジェクト

11/7
若者会議

２月末～３月
ＴＡＭＡフレイル予防プロジェクト

21 502000 生活福祉課
8/23
こども夏まつり

8/24
こども夏まつり

２月上旬実行委員会１回
自然観察会（野鳥観察）

２月上旬
自然観察会（野鳥観察）当日

22505000 健康福祉部　保険年金課
10/11
かえで館まつり　前日準備

10/12
かえで館まつり①

10/13
かえで館まつり②＋後片付け

11/1
あきまつり

23506000 障害福祉課
10/4
菖蒲館まつり　事前準備

10/10
菖蒲館まつり　前日準備

10/11
菖蒲館まつり①

10/12
菖蒲館まつり②

24506000 障害福祉課
8/2
若者会議フィールドワーク

11/14
トムハウスまつり前日準備

11/15
トムハウスまつり

２月末～３月
ＴＡＭＡフレイル予防プロジェクト

25506000 障害福祉課
8/24
こぶし館納涼の日

11/15
こぶし館まつり準備

11/16
こぶし館まつり

11/17
こぶし館まつり片付け

26506000 障害福祉課
11/14
わいわいマーケット前日準備

11/15
わいわいマーケット

12月
夜の児童館

2/28
ふれあい動物ランド

27611000 都市計画課
10/11
東寺方エリアミーティング①

11/22
協創ミーティング

11/29
東寺方エリアミーティング②

2/14
東寺方エリアミーティング③

28611000 都市計画課
8/23
青陵中エリアミーティング

10/12or13（選択可）
ランタンフェス

11/8
青陵中エリアミーティング

12/13
青陵中エリアミーティング

29614000 道路交通課
11月の土日いずれか１日
かるがも館・三方の森共同企画

30614000 道路交通課
8/7
（仮称）桜ヶ丘の灯り（イベント当日）

9/10
ＴＡＭＡフレイル予防プロジェクト

11/12
ＴＡＭＡフレイル予防プロジェクト

1月
ＴＡＭＡフレイル予防プロジェクト

31 621000 環境政策課
9/20
ＴＡＭＡフレイル予防プロジェクト

10/3
連光寺秋まつり

10/4
連光寺秋まつり

11月の土日いずれか１日
かるがも館・三方の森共同企画

32801000 教育振興課
10/3
かるがも館まつり前日準備

10/4
かるがも館まつり①

10/5
かるがも館まつり②

2/7
ＴＡＭＡフレイル予防プロジェクト

33804500 教育指導課
11/7
東寺方秋まつり前日準備

11/8
東寺方秋まつり

11/22
（仮称）かんたんお料理教室

1/17
（仮称）かんたんお料理教室

34911000 下水道部下水道課
11/14
こぶし館まつり準備

11/15
こぶし館まつり準備

11/16
こぶし館まつり

11/17
こぶし館まつり片付け

10/4.10/10.10/11.10/12のうち３回
菖蒲館まつり

8/23．11/8．12/13のうち２回（なるべく初回と２回目を推奨）
青陵中エリアミーティング



【概要】

● 総合計画 『施策C-3 多世代共生型のコミュニティづくりの推進』 のため、【主な施策の方向性】の１つ

である、「新たな地域人材を発掘・育成するしかけづくり」 に取り組み、【成果指標】として設定した 「様々な

取組みによって、地域の中で新たな事業（プロジェクト）」 を生み出していく必要がある。

●これまでのエリアミーティングなど地域の取組みでは多種多様なアイデアが市民から出される一方で、実際に実現するた

めの経済的支援がないことが課題となっていることから、 新規の取組みや新しい参画者を増やしていくため

のしかけ が求められている。

●これらのことから、本補助事業を立ち上げ、既存の団体の活性化や新たな担い手の掘り起こし を通し、市

民主体の地域づくりを一層推進する。

【対象事業】

[テーマ設定型] 分野横断的な地域共助の可視化につながる事業 （5０万円×１件）

[市民発意型] 多世代・多分野の地域コミュニティ形成につながる新規事業 （5万円×５件）

② 地域協創市民活動事業補助金

地域共助が可視化できる
ツール

中間支援機能を担う団体
による伴走支援

協創職員制度
（協創スタッフ・協創サポーター）
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② 地域協創市民活動事業補助金
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新たなつながりづくりを多摩市が全力で応援！

補助金
たま

ツナ

【募集期間】

【対象事業】

６ 月 ２ 日（月） ～ ７ 月 ３１ 日（木）

【ツナコース】 上限50万円 1件（予定）
分野横断的な地域共助の可視化につながる事業
【たまごコース】 上限5万円 5件（予定）
多世代・多分野につながるきっかけを新たに創出する活動

6/12朝日新聞

■記事掲載

6/1７都政新報（新任
副市長コーナー）

6/24iJAMP

6/26タウンニュース

■応募状況

5月20日号広報
5月30日リリース

【ツナコース】

０件（7/25時点）

【たまごコース】

２件（7/25時点）



② 地域協創市民活動事業補助金

11

精算

5月20日号広報
5月30日リリース

8/31
審査



③ 中間支援機能を担う団体による伴走支援
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東
寺
方

諏
訪

青
陵

東
愛
宕

1/25エリア
ミーティング

（第3土曜）誰でもカフェ

6/28協創
ミーティング

8/23エリア
ミーティング

寺小屋、音楽グループなど実践の取組み

5/24
事業実施

3/２1ヨムカ
ムマルシェ

3
月
頃

協
創
フ
ォ
ー
ラ
ム

補助金活用など
活動伴走支援、
多主体との連携

による
活動事例の創出

自治会等との
連動

新たな人材
の発掘

新たな人材の発
掘・マッチング

新たなつな
がり創出

R7年度

連光寺（コミュニティ会館）
三方の森（コミュニティ会館）

新エリア

10/11エリア
ミーティング

11/22協創
ミーティング

11/29エリア
ミーティング

2/14協創・エリ
アミーティング

3/28エリア
ミーティング

2/21エリア
ミーティング

11/8エリア
ミーティング

12/13エリア
ミーティング

10/6-12
ランタンフェス

8/16誰でも
カフェ企画
（リビングラボ）

中大中村ゼミ

MichiLab

MichiLab

CN協会



④ 多活動マッチング型の地域プラットフォーム
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次第２で議論
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モデル地区
青陵中エリアの概況

区分 名称

小中学校 豊ヶ丘小

貝取小

青陵中

施設等 豊ヶ丘複合施設
（図書館・児童館・老人福祉館・
地区市民ホール）

貝取こぶし館

旧豊ヶ丘中学校

市民活動交流センター

J Smile多摩八角堂

Cafe&LivingKaláka

活動団体等 こぶし館運営協議会

多摩コミュニティパートナーズ
（市民活動交流センター指定
管理者）

日本総合住生活（JS）

NPO法人市民福祉ネットワー
ク多摩（Kaláka運営主体）

地域福祉推進委員会きずな

青少協豊ヶ丘・貝取地区委員
会

各学校PTA

豊ヶ丘小おやじの会

自治会・
管理組合

自治会：７
管理組合：２５

当初は４小・２中

公園・遊歩道が豊富

民間施設・拠点が
多数存在

担い手の重複、なり
手の不足

老人クラブ解散済
民生委員欠員

小さい単位が多く横
断的な活動が少ない

小学校は単学級中心

ランタンフェスティ
バルなど地域行事有
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豊ヶ丘２丁目
高齢化率-0.5pt（前年比）
増：0-15＆33-45歳

女性 男性

子どもの数の変化
小6：72人→小1：52人→R13小1見込み：約40人 （貝取小・豊ヶ丘小）
小6：1100人→小1：900人→0歳：700人 （市全体）



⑤ 多世代共生型コミュニティ施設の整備
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現在の
状況、整備
に向けた
考え方等

R7年度
実施予定
事項

東寺方諏訪豊ヶ丘

整備方針策定（令和７年３月）
建替え
⇒今後基本計画策定

○基本理念
「地域ニーズに柔軟に応え、多世代が集
い、学び、つながる、豊ヶ丘の地域拠点」

現在の施設は老朽化が著しく進行し、耐
震基準を満たしていないことから、なる
べく早期に、仮施設に移転したうえで、当
面の間は、地区市民ホールとして運営。
近隣の都営団地建替え、UR団地再生の
状況を踏まえ、今後の施設像を要検討。

再編後もコミュニティ施設として整備し、
再編後は、既存のコミュニティセンターを
補完するコミュニティ会館とする。

地域の人口構成、ニーズに柔軟に対応で
きるような運営形態の導入についても、
地域の意向をふまえながら検討

指定地域共同活動団体の検討

庁内で検討中
・施設コンセプト
・機能、サービス
・運営方法 など

東京都と、仮施設 移転先整理
※その後、住民説明会

令和7年度に、住民との対話にて
「整備方針」を検討
①5/17協議会
②7/12協議会
③8/9中間報告会・・・

住民対話
①9/6 ②2/3 ③6/6
＋ランタンフェスでの社会実験も

中高大学生や地域事業者
との協業

関係機関との将来施設の検討
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6月 7月 8月 9月 10月 11月

エリアミーティング
【協創推進室】

豊ヶ丘複合施設
WS

【協創推進室】

社会実験
【都市計画課】

公園再編
【公園緑地課】

モビリティ実証
【SiP 企画課】

8/23エリアミー
ティング

9/6午後
WS

10/6～12 社会実験
（ランタンフェス期間）

9/6午前
WS

7/5
WS

11/8エリアミー
ティング

11/2～3
実証実験

６/4
WS

8月 技術
実証

地区内で多種取組み実施

無作為抽出

連動した取組みに

市民による運営形態
（プラットフォーム）要検討

参考資料
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11月
エリアミーティング

で振り返り

多世代の対話の場

10月～１１月
社会実験
実践予定

ゆくゆくは地域運営を検討


